
こ
の
数
年
の
あ
い
だ
に
、
三
部
の
『
道
興
治
疾
方
』
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

第
一
は
、
私
が
長
年
勤
務
し
た
大
阪
の
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
一
冊
本
で
あ
る
。
題
叢
に
「
道
興
造
像
記
井
治
疾
方
」
と
墨
書
し
、
巻
首
に
三
行

の
空
欄
を
お
い
て
「
道
興
造
像
記
」
次
行
に
隻
行
小
字
で
「
硯
高
二
尺
五
寸
。
広
一
尺
二
寸
。
十
二
行
行
十
七
字
。
正
書
在
洛
陽
西
南
伊
閾

山
」
と
あ
る
。
次
に
「
都
邑
師
道
興
造
石
像
記
井
治
疾
方
」
と
あ
り
、
以
下
造
像
記
・
処
方
と
続
く
。
墨
つ
き
十
一
枚
で
十
行
廿
一
宇
。
末
尾

は
小
字
隻
行
の
多
紀
元
堅
の
政
で
終
わ
る
。
左
端
に
「
天
保
己
亥
五
月
端
午
後
二
日
借
紗
医
学
所
蔵
。
喜
多
村
寛
記
」
と
あ
り
、
巻
首
に
「
喜

多
村
氏
蔵
書
之
印
」
が
あ
る
か
ら
、
の
ち
に
『
医
方
類
聚
』
二
百
六
十
六
巻
を
活
字
刊
行
（
一
八
六
一
）
し
、
法
眼
で
奥
医
師
と
な
っ
た
喜
多

村
直
寛
（
一
八
○
四
’
七
六
）
の
写
本
で
あ
る
。
天
保
己
亥
は
十
年
で
一
八
三
九
年
に
当
た
る
。
天
保
十
二
年
に
は
医
学
館
教
諭
に
な
っ
た
。

第
二
は
、
私
の
新
し
い
職
場
で
あ
る
関
西
大
学
に
新
し
く
収
蔵
さ
れ
た
内
滕
湖
南
文
庫
本
で
あ
る
。
一
冊
で
表
紙
に
は
「
北
斉
道
興
治
方
」

と
墨
書
し
、
巻
首
の
空
欄
三
行
に
「
金
石
華
編
三
十
五
」
「
賜
進
士
出
身
詰
授
光
禄
大
夫
刑
部
右
侍
郎
加
七
級
王
昶
讓
」
「
北
斉
三
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
朱
書
す
る
。
「
道
興
造
像
記
」
以
下
は
十
行
廿
一
宇
で
喜
多
村
本
と
字
体
ま
で
似
る
が
、
末
尾
の
元
堅
の
賊
の
部
分
が
ち
が
っ
て
い
る
。

紙
を
換
え
大
字
の
ま
鼻
「
右
都
邑
師
道
興
造
像
記
井
治
疾
方
」
以
下
「
疑
即
葛
氏
本
」
で
切
り
「
右
平
津
館
読
碑
記
」
と
あ
り
、
は
じ
め
の

「
洪
頤
喧
平
津
読
碑
記
云
」
は
削
っ
て
い
る
。
次
に
ま
た
紙
を
換
え
大
字
で
「
北
斉
都
邑
師
造
像
記
井
治
疾
方
践
」
と
あ
り
「
丹
波
元
堅
識
干

道
興
治
疾
方

日
木
医
史
学
雑
誌
第
三
十
一
巻
一
号

昭
和
六
十
年
一
月
三
十
日
発
行
昭
和
五
十
九
年
十
且
一
千
一
日
受
付

宮
下
三

郎

（16） 16



実
暇
精
舎
」
で
結
ぶ
。
こ
の
あ
と
に
慶
応
乙
酉
十
一
月
の
森
約
之
の
書
き
こ
み
が
あ
る
。
次
に
ま
た
紙
を
換
え
て
、
木
と
禾
の
合
字
は
棗
で
あ

り
黍
で
は
な
い
と
い
う
考
證
が
あ
っ
て
「
文
政
九
季
四
月
廿
二
日
抽
齋
齪
江
善
」
で
終
わ
る
。
森
鴎
外
の
史
伝
小
説
で
有
名
な
渋
江
抽
齋
（
一

八
○
五
’
五
八
）
は
津
経
藩
医
で
あ
る
。
首
に
「
弘
前
医
官
瀧
江
氏
蔵
書
記
」
「
森
氏
」
「
岡
氏
棄
威
」
「
炳
卿
審
定
善
本
」
「
湖
南
秘
扱
」
印
が
あ

り
、
伝
来
を
示
し
て
い
る
。
な
お
表
紙
裏
に
は
「
丁
未
六
月
幸
田
巨
浪
君
持
贈
炳
卿
」
と
あ
る
か
ら
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
に
歴
史

し
げ
と
も

家
の
幸
田
成
友
博
士
が
内
藤
湖
南
に
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
湖
南
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
三
十
九
年
ま
で
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
、

い
ま
私
の
住
む
大
阪
に
在
り
、
幸
田
氏
も
明
治
三
十
四
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
、
大
阪
市
史
編
纂
主
任
と
し
て
大
阪
に
在
住
し
た
。
明
治
四
十

年
に
は
、
湖
南
は
新
設
の
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
へ
、
成
友
の
実
兄
の
露
伴
と
と
も
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
。
湖
南
は
露
伴
よ
り
一
年
、
成

第
三
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
水
漬
一
冊
本
で
あ
る
。
表
紙
に
は
朱
で
「
道
興
治
疾
方
全
」
と
あ
る
。
首
に
「
多
紀
氏
蔵
書

印
」
「
存
誠
薬
室
」
「
大
学
東
校
典
籍
局
之
印
」
「
日
本
政
府
図
書
」
印
が
あ
り
、
伝
来
を
示
し
て
お
り
、
喜
多
村
本
の
原
本
で
多
紀
元
堅
の
手

賊
本
で
あ
る
。
末
尾
の
小
字
陸
行
の
結
び
は
「
文
政
乙
酉
歳
立
秋
後
三
日
丹
波
元
堅
識
干
実
暇
齋
」
と
あ
る
。
多
紀
元
堅
（
一
七
九
五
’
一
八
五

九
）
は
元
簡
（
一
七
五
五
’
一
八
一
○
）
の
五
男
で
、
分
家
し
た
。
兄
の
元
胤
（
一
七
八
九
’
一
八
二
九
）
の
残
後
江
戸
医
学
を
盛
り
た
て
、
法
印

に
進
み
楽
真
院
と
称
し
た
。
文
政
乙
酉
歳
は
一
八
二
五
年
で
元
堅
は
廿
九
歳
で
あ
る
。

『
道
興
治
疾
方
』
は
元
胤
の
『
医
籍
考
』
に
載
ら
な
い
が
、
岡
西
為
人
等
の
『
宋
以
前
医
籍
老
』
で
は
『
晴
書
』
経
籍
志
に
載
る
「
釈
道
洪

（
１
１
）

方
一
巻
」
に
近
い
と
考
え
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
付
録
し
小
島
宝
素
の
蔵
書
目
録
を
引
い
て
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
小
林
道
隆
の
校
刊
本

が
あ
る
と
い
う
が
、
私
は
ま
だ
そ
の
刊
本
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

多
紀
元
堅
が
一
八
二
五
年
に
編
纂
し
た
『
道
興
治
疾
方
』
と
い
う
書
物
が
、
数
種
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
、

日
本
医
学
史
学
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
森
潤
三
郎
著
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
に
載
ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

友
よ
り
七
年
の
年
長
だ
っ
た
。

第
三
は
、
国
立
公
文
書
館
圭

17 （17）



元
堅
の
球
に
「
唐
以
上
医
方
、
今
之
所
存
」
は
ま
れ
で
諺
こ
の
『
治
疾
方
』
は
そ
の
稀
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
王
昶
の
『
金
石
革

編
』
（
一
八
○
五
刊
）
の
第
三
十
五
巻
か
ら
録
出
し
、
「
肘
後
」
「
千
金
」
及
「
外
台
秘
要
」
と
比
較
し
た
と
い
う
。

い
ま
『
石
刻
史
料
叢
書
』
の
『
金
石
革
編
』
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
行
数
字
数
と
も
同
じ
で
、
始
め
の
空
欄
の
三
行
は
、
す
ぐ
前
の
資
料

「
残
造
塔
銘
」
の
王
昶
の
按
文
の
末
尾
の
三
行
に
当
た
り
、
渋
江
本
の
巻
首
の
朱
字
の
書
入
れ
は
、
そ
の
巻
三
十
五
の
首
三
行
を
移
し
た
も
の

六
、
顧
炎
武
『
金
石
文
字
記
』
所
訓

七
、
畢
玩
『
中
州
金
石
記
』
所
引
。

二
、
造
像
記
下
の
薬
方
。
一

三
、
記
左
方
上
例
の
薬
方
。

四
、
記
左
方
下
例
の
薬
方
。

五
、
右
壁
の
薬
方
。
（
Ｅ
）

一
匹
間
つ
』
、
》
ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
卜
ｌ
Ｊ
ｊ
ノ
猪
、
一
一
〆
『
宅
寺
Ｆ
卜
門
世
一
に
ｊ
ノ
ロ
０
ｆ

八
、
按
碑
文
首
云
以
下
、
王
昶
の
按
文
で
あ
っ
て
「
所
刻
諸
方
、
凡
療
病
之
證
二
十
九
、
療
病
之
方
、
薬
物
鍼
灸
共
百
十
八
也
」
と
い
い
、
用

は
み
な
古
体
で
あ
る
。
ま
た
「
碑
内
諸
方
、
又
見
耀
州
石
刻
、
大
小
三
碑
、
存
宇
關
文
、
与
此
悉
同
、
無
標
題
」
の
た
め
孫
思
迩
千
金
方
と

い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
刊
行
本
と
対
校
し
て
も
針
灸
法
五
処
薬
方
六
処
し
か
同
じ
で
な
い
。
造
像
の
年
代
か
ら
十
年
と
離
れ
ず
し
て

二
、
造
像
記
下
の
薬
方
。
（
Ｃ
）

で
あ
る
。

全
十
一
丁
は
、
つ
ぎ
の
八
種
の
記
文
か
ら
成
る
。

一
、
造
像
記
大
斉
武
平
六
季
歳
次
乙
未
六
月
甲
申
日
功
誌
。
都
邑
師
つ
ま
り
仏
教
信
仰
組
合
の
精
神
的
指
導
者
の
道
興
が
主
催
し
た
の
で
あ

る
。
武
平
六
年
は
五
七
五
年
に
当
た
る
。

ﾆニ

へ～姑
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生
ま
れ
、
伊
閼
山
か
ら
西
へ
五
○
○
キ
ロ
の
唐
の
都
の
長
安
（
西
安
）
で
、
博
く
全
国
に
効
果
の
あ
る
処
方
を
求
め
た
孫
思
迩
（
五
八
一
’
六

八
三
）
の
著
作
に
、
こ
の
碑
文
が
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
、
理
解
し
が
た
い
と
言
う
。

王
昶
の
『
金
石
華
編
』
は
、
古
代
か
ら
遼
金
ま
で
の
金
石
文
を
集
録
し
た
点
で
画
期
的
な
書
物
だ
っ
た
か
ら
、
以
後
こ
れ
を
補
峡
す
る
も
の

が
多
く
表
わ
れ
た
。
方
履
簔
の
『
金
石
革
編
補
正
』
（
一
八
九
四
刊
）
も
そ
の
一
つ
で
、
左
壁
の
内
側
に
廻
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
『
革
編
』
に

漏
れ
た
十
一
行
行
十
字
の
碑
文
（
Ｄ
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

不
幸
な
日
中
戦
争
の
最
中
、
の
ち
に
京
都
大
学
に
移
管
さ
れ
た
が
、
当
時
外
務
省
の
中
国
研
究
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
京
都
の
東
方
文
化
研

究
所
の
、
水
野
清
一
・
長
広
敏
雄
両
氏
は
『
河
南
洛
陽
龍
門
石
窟
の
研
究
』
（
一
九
四
一
、
座
右
宝
刊
行
会
）
に
、
拓
本
と
王
氏
・
方
氏
の
二
資
料

を
使
用
し
て
校
正
し
た
録
文
（
二
九
五
’
九
八
ペ
ー
ジ
）
を
提
供
し
、
薬
方
洞
（
第
二
十
洞
）
の
項
に
説
明
を
加
え
『
晴
書
』
経
籍
志
の
『
雑
療
方

十
三
巻
」
や
『
唐
書
』
経
籍
志
の
「
徐
叔
和
撰
雑
療
方
二
十
巻
」
な
ど
の
遺
文
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
た
。
以
上
Ａ
ｌ
Ｅ
で
示
し
た
の
は
、

水
野
・
長
広
の
使
用
し
た
記
号
で
あ
る
。

（
２
）

い
ま
で
は
碑
と
薬
方
の
成
立
年
代
に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
観
方
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
研
究
者
に
よ
っ
て
、
処

（
九
○
）

方
や
薬
種
の
数
え
か
た
さ
え
一
定
し
な
い
の
は
、
現
存
資
料
の
風
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
止
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き
か
。

一
一
一

元
堅
は
『
金
石
華
編
』
の
記
事
に
、
斯
江
の
洪
頤
値
の
『
平
津
読
碑
記
』
（
一
八
八
六
刊
）
の
関
係
部
分
、
こ
の
碑
が
葛
洪
の
『
肘
後
方
』
に

基
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
部
分
を
引
用
し
た
上
で
、
龍
門
の
『
道
興
治
疾
方
』
が
ま
ず
建
て
ら
れ
、
つ
い
で
耀
州
に
覆
刻
さ
れ
た
の
だ

が
、
嘉
靖
以
前
に
耀
州
の
碑
は
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
な
ぜ
か
元
堅
は
『
龍
門
方
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
何
も
触

恥
て
い
な
い
。

ま
ず
『
龍
門
方
』
と
い
う
医
書
が
中
国
に
あ
っ
た
か
、
無
か
っ
た
か
問
題
で
あ
る
。
書
目
類
に
載
ら
な
い
か
ら
無
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
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四

こ
こ
で
、
中
国
医
学
に
限
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
古
代
中
世
の
医
術
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
体
制
に

対
応
す
る
も
の
で
、
支
配
層
と
被
支
配
層
、
知
識
人
と
庶
民
、
官
僚
と
農
民
と
い
っ
た
従
来
の
封
建
社
会
の
分
析
法
と
同
じ
観
方
の
延
長
上
に

あ
る
が
、
古
代
中
世
社
会
の
医
療
の
特
長
と
し
て
、
二
重
（
多
層
）
構
造
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

（
戸
ひ
）

さ
き
に
私
は
経
済
的
な
面
か
ら
、
こ
れ
を
考
え
た
が
、
文
化
的
な
伝
統
の
力
関
係
を
も
含
め
て
、
先
進
的
な
金
額
の
か
か
る
知
識
人
の
医
療

（
４
宝
）

日
本
で
は
『
医
心
方
』
（
九
八
四
成
）
に
五
十
五
条
の
引
用
が
あ
る
と
さ
れ
、
約
九
十
五
と
い
う
人
も
あ
る
。
『
道
興
治
疾
方
』
を
こ
れ
と
関
係

づ
け
る
な
ら
ば
、
王
昶
は
針
灸
と
も
百
十
八
方
と
数
え
て
い
る
か
ら
、
半
数
或
は
大
半
が
『
医
心
方
』
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
に
『
龍
門
方
』
と
い
う
医
書
が
古
く
存
在
し
た
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
。
『
医
心
方
』
や
『
医
略
抄
』
（
一
○
八
一
成
）
に
引
用
さ
れ
る

ほ
か
、
元
堅
が
生
ま
れ
た
翌
年
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
父
の
元
簡
が
刊
行
し
た
、
深
江
輔
仁
の
『
本
草
和
名
』
（
九
一
八
成
）
の
薬
名
の
別

名
の
出
典
と
し
て
あ
げ
る
三
十
三
部
の
書
物
の
な
か
に
『
龍
門
百
八
方
』
が
載
る
。
『
本
草
和
名
』
第
九
巻
草
中
の
爵
床
（
キ
ッ
ネ
ノ
て
．
）
の

ｌ
昌

一
名
に
「
雀
荏
草
剛
瀦
」
と
あ
る
。
紀
元
十
世
紀
に
、
刻
ま
れ
て
数
世
紀
し
か
た
っ
て
い
な
い
龍
門
の
薬
方
洞
か
ら
百
八
方
が
写
し
取
ら

れ
、
山
を
越
え
海
を
渡
り
飛
行
機
も
汽
車
も
な
い
時
代
に
、
は
る
ば
る
三
千
キ
ロ
の
西
方
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う

だ
と
す
れ
ば
写
し
た
の
は
中
国
人
か
、
日
本
人
か
。
は
こ
ん
だ
の
は
誰
か
。
三
千
キ
ロ
の
旅
を
さ
せ
た
原
動
力
は
何
だ
っ
た
の
か
。

開
国
ま
ぎ
わ
、
元
堅
は
江
戸
医
学
の
実
力
者
と
し
て
、
半
井
家
に
伝
わ
る
古
写
本
『
医
心
方
』
の
影
印
刊
行
に
力
を
つ
く
し
た
。
後
世
に
残

る
そ
の
仕
事
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
『
備
急
千
金
要
方
』
の
宋
版
の
翻
刻
に
引
き
続
い
て
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
始
ま
っ
た
が
、

完
成
（
一
八
六
○
）
を
見
ず
し
て
彼
の
一
生
は
終
わ
っ
た
。
十
世
紀
末
に
成
っ
た
『
医
心
方
』
に
半
数
以
上
が
収
め
ら
れ
る
『
龍
門
方
』
と
、

残
峡
の
多
い
考
古
資
料
と
し
て
の
『
道
興
治
疾
方
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
深
く
広
く
学
識
を
積
ん
だ
晩
年
の
元
堅
の
意
見
が
聞
け
な
い
の

は
、
残
念
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
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的
で
、
ど
こ
に
で
も
こ
ろ
が
っ
て

が
技
術
移
転
し
易
か
っ
た
と
い
う
、

な
状
況
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
、
よ
り
単
純
で
士
俗
的
な
農
民
の
医
療
と
の
あ
い
だ
に
、
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
。
封
建
社
会
に
羊
義
の
よ
う
な
一
様
な
医
療
状
態
を
想
定
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
都
市
の
新
し
い
医
療
と
、
農
村
的
な
古
い
形
態
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
そ
の
関
係
は
新
と
旧
の
対
立
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
旧
は
単
な
る
旧
態
で
は
な
く
、
安
定
的
で
は
な
く
流
動
的
で
、
新
し
い
も

の
に
絶
え
ず
影
響
を
受
け
、
変
型
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
夫
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
新
し
い
環
境
に
順
応
し
て
い
く
花
嫁
の
よ
う
に
、
変

わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
度
合
い
は
、
時
代
に
よ
り
地
理
的
な
環
境
に
よ
っ
て
、
千
差
万
別
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

右
の
よ
う
な
一
般
論
の
中
に
『
道
興
治
疾
方
』
を
置
い
て
見
る
な
ら
ば
、
旧
体
制
下
の
知
識
人
で
あ
っ
た
王
昶
の
、
第
二
章
に
述
べ
た
疑
問

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
都
邑
師
道
興
の
支
持
母
胎
は
、
造
像
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
邑
人
（
農
民
）
で
あ
る
。
そ

の
治
疾
方
は
、
半
数
が
経
験
的
な
単
方
の
治
療
法
で
あ
る
が
、
半
数
は
複
方
か
ら
成
り
、
新
し
い
薬
物
療
法
の
強
い
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
洛
陽
に
近
い
農
村
の
人
々
の
身
近
な
民
間
薬
と
は
い
え
な
い
黄
連
、
掴
沙
、
大
黄
、
人
参
、
蜀
漆
、
巴
豆
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
国
に

産
出
し
な
い
桂
心
や
丁
香
ま
で
あ
り
、
都
市
の
市
場
を
経
由
し
た
と
考
え
ら
れ
る
漢
薬
が
、
か
な
り
見
ら
れ
る
。

博
く
求
め
た
孫
思
迩
の
著
作
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
新
奇
さ
と
複
雑
さ
と
多
様
性
を
好
ん
だ
長
安
の
知
識
人
の
目
に
か
な
う
処
方

と
、
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
後
進
的
で
古
臭
く
感
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
そ
う
い
う
処
方
が
田
舎
へ
行
け
ば
一
般

的
で
、
ど
こ
に
で
も
こ
ろ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
辺
彊
の
少
数
民
族
の
国
だ
っ
た
日
本
に
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
程
度
の
知
識

が
技
術
移
転
し
易
か
っ
た
と
い
う
、
文
化
の
実
用
上
の
レ
ベ
ル
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
何
処
に
で
も
あ
っ
た
も
の
が
伝
わ
っ
た
と
い
う
確
率
的

『
道
興
治
疾
方
』
が
中
国
で
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
そ
れ
だ
け
中
国
の
医
学
の
歴
史
が
厚
く
ふ
く
ら
み
濃
淡
が
あ
り
、
多
様

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
中
国
の
古
代
中
世
の
医
療
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
現
在
の
私
に
は
見
え
て
い
な
い
部
分
が
、

か
な
り
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
想
を
い
だ
く
、
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
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さ
い
ご
に
蛇
足
を
述
べ
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
一
九
八
○
年
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史
研
究
所
の
招
き
で
、
日
本
科
学
史
学
術
訪
中
団
が
組
織
さ
れ
る
や
、
そ
の
団
員
と
し
て
三
月
廿

五
日
に
洛
陽
に
は
い
り
、
廿
六
日
の
朝
伊
川
に
沿
っ
て
南
へ
十
二
キ
ロ
河
南
省
龍
門
研
究
所
を
お
と
ず
れ
薬
方
洞
に
到
達
し
、
こ
れ
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
終
始
山
本
徳
子
会
員
と
同
行
し
た
。

一
九
八
二
年
に
私
は
中
国
を
再
訪
し
た
。
そ
の
年
の
四
月
か
ら
勤
務
先
が
変
わ
る
な
ど
身
辺
多
忙
だ
っ
た
が
、
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究

所
を
頼
り
、
医
学
科
学
史
訪
中
団
の
一
員
と
し
て
六
月
廿
七
日
に
西
安
に
着
き
、
い
よ
い
よ
六
月
廿
九
日
に
西
安
を
真
北
に
八
十
キ
ロ
、
ト
ヨ

タ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
二
時
間
弱
、
映
西
省
耀
県
に
い
た
り
東
に
一
キ
ロ
海
抜
八
三
一
メ
ー
ト
ル
の
薬
王
山
に
登
り
、
孫
真
人
の
太
元
洞
に
参

詣
し
、
千
金
宝
要
以
下
の
碑
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
は
赤
堀
昭
・
大
塚
恭
男
両
会
員
と
同
行
し
た
。

い
ず
れ
も
本
稿
と
直
接
の
か
か
わ
り
を
も
つ
中
国
行
だ
っ
た
。
し
か
し
結
局
日
本
へ
帰
っ
て
鎖
国
時
代
の
先
人
の
秀
れ
た
業
績
の
数
々
に
親

し
む
う
ち
に
、
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
出
発
の
原
点
だ
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
合
計
一
万
二
千
キ
ロ
を
超
え
る
私
の
旅
行
は
、
日
本
を
一
セ
ン

チ
も
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
先
学
の
仕
事
に
及
ば
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
く
た
び
れ
も
う
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
多
紀
元
堅

の
『
道
興
治
疾
方
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
古
医
書
の
研
究
と
、
十
世
紀
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
謎
の
多
い
書
物
『
龍
門
方
』
に
つ
い
て
、
日
本

の
諸
賢
と
と
も
に
中
国
の
友
人
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
の
一
層
の
展
開
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ

る
。

献
辞
と
謝
辞

本
稿
を
碩
学
小
川
鼎
三
先
生
の
霊
前
に
捧
げ
ま
す
。
私
は
先
生
の
門
下
生
で
は
な
か
っ
た
が
、
医
史
学
の
片
隅
で
糧
を
得
は
じ
め
て
三
十

｝
工
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北
斉
都
邑
師
造
像
記
井
治
疾
方
政
。

唐
以
上
医
方
、
今
之
所
存
、
除
仲
景
経
外
、
唯
肘
後
鬼
遺
二
書
、
其
餘
莫
得
影
響
、
如
此
北
斉
都
邑
師
治
疾
方
、
従
来
浬
晦
不
伝
。
近
時
王
述

巷
氏
昶
撰
金
石
革
編
、
防
枯
之
干
第
三
十
五
巻
中
、
余
一
覧
舞
躍
、
遼
為
録
出
、
参
之
肘
後
千
金
及
外
台
秘
要
、
往
々
相
合
、
不
止
述
番
所
挙

也
。
蓋
諸
書
所
有
者
、
固
足
以
校
同
異
、
其
所
無
者
、
又
足
以
広
見
聞
、
而
存
古
方
之
遺
、
然
則
豈
可
不
亟
為
之
表
章
、
以
供
極
済
之
用
乎
。

又
嘗
捻
洪
氏
頤
喧
平
津
読
碑
記
、
亦
載
此
碑
、
然
其
説
跨
駁
不
足
拠
、
姑
附
録
千
後
焉
。
顧
此
碑
既
建
干
伊
闘
而
耀
州
亦
有
覆
刻
。
耀
州
之

石
、
登
混
於
嘉
靖
前
、
其
地
為
真
人
故
居
、
世
遂
誤
伝
為
千
金
方
、
而
述
竜
特
得
其
蕾
揚
以
校
補
之
、
其
言
与
馬
理
千
金
方
序
、
可
以
相
證
明

焉
。
如
洪
氏
則
僅
見
隆
慶
六
年
、
秦
王
所
勒
千
金
宝
要
、
以
摘
述
葦
多
見
其
不
知
量
也
。
｜
憶
比
季
呉
舶
、
以
晴
唐
石
本
、
陸
続
齋
来
、
則
何
知

此
碑
亦
不
得
好
縁
、
為
挿
架
之
弥
、
吾
拭
目
而
僕
之
。
文
政
乙
酉
歳
立
秋
後
三
日
丹
波
元
堅
識
干
実
暇
斎
。

年
、
先
生
は
終
始
大
先
輩
と
し
て
行
方
に
そ
そ
り
立
っ
て
お
ら
れ
た
。
追
悼
論
文
の
執
筆
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
会
員
各
位
に
感
謝
し
ま
す
。

両
度
の
研
究
旅
行
を
可
能
に
し
た
中
国
の
李
経
緯
所
長
・
馬
継
興
付
所
長
は
じ
め
同
学
諸
賢
、
及
び
中
山
茂
・
薮
内
清
両
団
長
と
団
員
各
位
に

感
謝
し
ま
す
。
八
二
年
の
夏
、
参
考
文
献
の
蒐
集
に
ご
助
力
下
さ
っ
た
徳
島
大
学
薬
学
部
の
藤
多
哲
朗
教
授
、
お
よ
び
本
文
中
に
挙
げ
た
図
書

館
の
関
係
各
位
に
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

付

注

（
１
）
『
宋
以
前
医
籍
考
』
（
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
五
八
）
七
六
五
。
ヘ
ー
ジ
、
編
者
は
現
物
を
ご
覧
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
著
作
を
正

当
に
評
価
し
た
文
献
を
私
は
知
ら
な
い
。

（
２
）
王
有
生
「
北
斉
薬
方
」
『
医
学
史
与
保
健
組
織
』
（
一
九
五
八
）
三
一
四
・
ヘ
ー
ジ
。
赤
堀
昭
「
龍
門
薬
方
と
耀
県
孫
真
人
祠
」
『
啓
迪
』
（
一
九
八
三
）
一

号
二
四
’
二
六
。
ヘ
ー
ジ
。
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弓
声
①
弓
凹
○
画
四
口
”
弓
蔚
色
目
５
国
計
）
旨
の
貝
苦
①
。
旨
○
色
ぐ
①
ｇ
ｇ
Ｆ
巨
旨
叩
日
の
ご
口
①
閏
Ｆ
○
国
騨
口
酌
昌
認
輿
ｏ
四
日
］
ｇ

旨
○
言
ず
の
①
画
望
辱
吊
四
Ｑ
Ｑ
宮
①
８
葛
①
四
号
①
風
ご
叩
旨
苛
ロ
聾
ご
》
吾
①
扁
勗
釦
口
○
号
閂
ｍ
Ｏ
匡
月
①
具
吾
①
目
四
○
彦
凰
時
侭

弓
Ｈ
①
囚
井
口
］
①
邑
弄
．
弓
彦
①
印
、
Ｈ
①
ロ
ロ
①
の
旬
）
○
昂
庁
声
①
Ｆ
匡
画
ｍ
‐
口
〕
①
口
目
Ｈ
①
“
庁
口
胄
①
冒
骨
○
四
国
す
の
【
○
口
。
』
ロ
庁
弓
の
房
壷
］
Ｈ
ご
己
○
○
日
ご
ロ
』
庁
ロ

ウ
琶
弓
吟
冨
、
シ
母
閉
巨
琶
○
国
日
④
霞
．
団
員
四
８
口
い
ず
Ｃ
Ｏ
自
己
四
国
の
○
口
す
①
貢
署
①
の
ロ
日
⑦
目
営
民
侭
‐
日
①
国
Ｈ
Ｒ
Ｓ
①
の
閏
昌
吾
①

日
興
○
ず
望
冒
”
弓
扁
翼
目
の
ご
計
吋
①
ぐ
①
巴
印
冨
旨
ご
昌
昌
の
ｏ
儲
①
ロ
四
国
ｏ
の
の
．
胃
壷
の
旨
の
ｏ
ご
凰
牌
①
画
の
罠
ご
ｇ
言
①
①
ご
ｓ
の
白
色
画
屋
ｇ
尉
乞
庁

胃
禺
禺
Ｃ
Ｑ
営
○
の
Ｑ
』
ご
計
。
］
四
℃
四
冒
画
ロ
ロ
弄
壷
①
］
己
の
○
国
己
庁
］
○
口
四
庁
［
亀
屋
邑
ｍ
ｌ
Ｈ
己
①
ロ
扇
四
画
］
く
の
庁
①
吋
望
の
丘
一
』
庁
○
ず
①
の
○
一
ぐ
①
具

（
４
）
岡
西
為
人
・
佐
土
丁
「
外
台
秘
需

の
赤
堀
、
上
、
三
一
○
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
拙
稿
「
晴
唐
時
代
の
医
療
」
『
中

『
東
方
学
報
』
三
五
冊
（
一
九
六

（
３
）
紀
華
「
現
存
最
巨

九
五
九
）
八
六
』

三
五
三
。
ヘ
ー
ジ
。

○
国
ｇ
①
弓
四
○
弓
、
言
い
ｇ
〕
号
Ｉ
Ｃ
巨
時
閏
個
○
吋
庁
冒
①
弓
四
○
画
の
旨
い
日
舞
の
呉
日
①
貝
》

－
ご
凰
詳
①
ご
言
計
画
の
留
凋
。
①
口
許
宮
門
静
○
ず
旨
寧

●

「
現
存
最
早
的
石
刻
薬
方
」
『
人
民
保
健
』
（
’
九
五
九
）
八
六
六
・
ヘ
ー
ジ
。
呉
燕
宝
・
王
雨
若
・
張
草
沐
「
竜
門
薬
方
洞
」
『
人
民
保
健
』
（
一

今
八
六
七
’
六
八
・
ヘ
ー
ジ
。
赤
堀
昭
「
龍
門
薬
方
と
陳
蔵
器
本
草
拾
遺
上
下
」
『
漢
方
研
究
』
（
一
九
七
九
）
三
○
八
’
三
一
二
、
三
四
七
Ｉ

「
外
台
秘
要
、
医
心
方
、
證
類
本
草
等
所
引
用
之
古
医
書
」
『
東
方
医
学
雑
誌
』
（
一
九
三
七
）
五
四
三
’
五
五
三
。
ま
た
注
③

『
中
国
中
世
科
学
技
術
史
の
研
究
』
（
角
川
書
店
、
一
九
六
三
）
二
八
六
・
ヘ
ー
ジ
。
「
敦
煙
本
張
仲
景
五
蔵
論
校
訳
注
」

九
六
四
）
三
二
八
・
ヘ
ー
ジ
。

ご
］

印
画
ず
こ
３
コ
自
国
シ
⑳
国
胃
弓
診
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